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１．会議の開催実績 

（１）協議会構成員 

表 1-1 当別町地域公共交通活性化協議会委員名簿（令和３年 3 月 31 日現在） 

選任区分 所属・役職 氏名 

当別町長が指名する者 当別町 副町長 増輪 肇 

北海道運輸局札幌運輸支局長が指名する者 北海道運輸局札幌運輸支局 首席運輸企画専門官 杉澤 武則 

北海道石狩振興局長が指名する者 北海道石狩振興局地域創生部 地域政策課長 桒重 理香 

札幌地区バス協会の代表 札幌地区バス協会 事務局次長 野川 祐次 

関係する道路管理者 札幌開発建設部札幌道路事務所 副所長 池田 俊次 

 空知総合振興局札幌建設管理部 当別出張所長 菊池 和之 

関係する鉄道事業者 ＪＲ北海道石狩当別駅長 杉本 信也 

当別ふれあいバス運行事業 北海道医療大学経営企画部 総務企画課長 熊谷 拓真 

参加事業者の代表 
株式会社スウェーデンハウス  
スウェーデンヒルズ管理センター長 

仮屋 雄二 

一般乗合旅客自動車運送事業者の代表 有限会社下段モータース 代表取締役 下段 聡 

一般乗合旅客自動車運送事業者の事業用運転手が所属する団体等の代表 有限会社下段モータース 加藤 啓一 

地域住民及び団体の代表 当別町行政推進員連絡協議会 副会長 吉成 義重 

 当別町ＰＴＡ連合会 会長 須藤 孝明 

 当別町商工会 事務局長 竹原 陽一 

 当別町社会福祉協議会 事務局長 二木 勝義 
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（２）会議の内容 

○令和２年度は、４回の協議会を開催した。協議会では、令和２年度における計画事業

の議論や進捗状況の報告と令和３年度における事業計画及び予算の協議を行った。 
 

表 1-2 会議開催内容 

回 開催日時 主な協議内容 

第１回 
令和 2 年 6 月２９日 

（書面） 

 
・令和元年度当別町地域公共交通活性化協議会実績報告について 
・令和元年度当別町地域公共活性化協議会決算及び監査報告について 
・当別ふれあいバスにおける新型コロナウイルス感染症対策について 
・令和 2 年度当別町地域公共交通活性化協議会変更予算（案）について 
・令和 3 年度当別町地域内フィーダー系統確保維持計画（案）について 
 

第２回 令和 2 年 10 月 6 日 

 
・当別町コミュニティバスの令和 2 年８月までの実績報告について 
・令和 2 年 12 月 1 日付け運行ダイヤ改正（案）について 
 

第３回 
令和２年１2 月 24 日 

（書面） 

・令和 2 年度地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（案）について 
・令和 2 年度当別町地域公共交通活性化協議会変更予算（案）について 

第４回 
令和 3 年２月 12 日 

（書面） 

 
・当別町コミュニティバスの利用実績について 
・当別町地域公共交通活性化協議会予算の決算見込について 
・令和 3 年度当別町地域公共交通活性化協議会運行事業計画（案） 
について 

・令和 3 年度当別町地域公共交通活性化協議会予算（案）について 
・令和 3 年 4 月 1 日付け運行ダイヤ改正（案）について 
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２．当別ふれあいバス運行事業の概要 

（１）運行の概要 

表 2-1 利用料金一覧 

 一般 中学生・高校生 小学生･障がい者･介護人 

運賃（一般路線） 200 円 100 円 

回数券 2,000 円（12 枚綴り） 2,000 円（24 枚綴り） 

応援券（1 か月） 4,000 円 2,000 円 

   （3 か月） 10,000 円 5,000 円 

   （6 か月） 16,000 円 8,000 円 

夏休み冬休み子ども定期券 小学生 500 円、中学生 1,000 円 

 

表 2-2 運行路線一覧 

 【令和 2 年 4 月 1 日～令和３年 3 月 31 日】 

 ※（ ）は土日祝日の運行回数 

※1 青山会館から弁華別郵便局・みどり野会館までをデマンド区間とする。土日祝日はデマンドは運休。 

 

路線名 運 行 系 統 
系統 
キロ 

運行回数 
備 考 

往 復 

市街地予約型線 
（デマンド） 

西町・北栄町・六軒町・春日町・東町・緑
町・元町・白樺町・園生・錦町・弥生・末
広・美里・幸町・下川町・栄町・樺戸町・
若葉の一部（パーソナルタウン）・東裏・
対雁・蕨岱の行政区内 

 8 便 
土日祝 
運休 

あいの里金沢線 
北海道医療大学～ 

北海道医療大学あいの里キャンパス 
21.9

㎞ 
22(11) 

回 
25(11) 

回 
 
 

青山線 ※1 青山会館～JR 石狩当別駅南口 
15.5

㎞ 

８(3) 
回 

７(3) 
回 

4.1~ 
11.30 

7(3) 
回 

８(3) 
回 

12.1~ 
3.31 

西当別道の駅線 
ｽｳｪｰﾃﾞﾝﾋﾙｽﾞ E5-3-17～ 
     北欧の風道の駅とうべつ 

10.2
㎞ 

10(9) 
回 

9(9) 
回 

4.1~ 
11.30 

9(9) 
回 

10(9) 
回 

12.1~ 
3.31 
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 （２）市街地予約型線の概要 

 ○利用者の利便性を図るために随時、指定施設の見直しを行っている。 

 

 表 2-3 運行路線 

 運行方法 

 運行は、自宅付近から指定の施設(※)間か、指定の施設から指定 

の施設間とし、自宅付近から個人宅への運行は、不可としている。 

 

 ①自宅付近⇒指定の施設 

 ②指定の施設⇒自宅付近 

 ③指定の施設⇒指定の施設 

  ※指定の施設一覧は、6 ページ参照 

系統名 運行エリア 運行回数 備  考 

市街地予約型線 
（デマンド） 

 

西町・北栄町・六軒町・春日町・東町・緑町・
元町・白樺町・園生・錦町・弥生・末広・美里・
幸町・下川町・栄町・樺戸町・若葉の一部（パ
ーソナルタウン）・東裏・対雁・蕨岱の行政区
内 

8 便 土日祝 運休 
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 表 2-4 運行時間 

運行便数 1 便 2 便 3 便 4 便 

運行時間 6:30～8:00 8:30～9:30 10:00～11:00 11:30～12:30 

予約〆切時間 前日の 18:00 まで 前日の 18:00 まで 当日の 9:00 まで 当日の 10:30 まで 

 

 利用料金 

 ●一般・中学生・高校生   1 回 200 円 

 ●小学生・障がい者・介護人 1 回 100 円 

 ※当別ふれあいバスの応援券・回数券・1 日乗車券も利用可能 

運行便数 5 便 6 便 7 便 8 便 

運行時間 13:00～14:00 14:30～15:30 16:00～17:00 17:30～18:30 

予約〆切時間 当日の 12:00 まで 当日の 13:30 まで 当日の 15:00 まで 当日の 16:30 まで 
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３．運行データの分析 

（１）全体利用者数の推移 

○総利用者数は過去最低の 104,346 人となり、昨年と比べ 45,841 人減少した。 

○新型コロナウイルス感染拡大の影響により、3 月を除き、いずれの月も前年同月と比べ

大幅に減少している。 

○上半期は新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けたが、下半期は回復傾向にあり、

前年比では減少しているものの、次年度以降は更なる回復が見込まれる。 

 

図 3-1 月別利用者推移 
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表 3-2 月別利用者数一覧 
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（２）あいの里金沢線（旧金沢線）の推移 

○新型コロナウイルス感染拡大の影響により利用が大幅に減少したため、令和元年度と比

較して 21,331 人減少した。 

○学生の利用が多いため、緊急事態宣言等による通学利用者の減少に伴い、4 月～8 月の

利用が大幅に減少した。 

図 3-3 月別利用者推移 
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図 3-4 各便１日当たりの平均利用者数 

北海道医療大学行 

 

 

ＪＲ石狩当別駅南口行 
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（３）あいの里金沢線（旧西当別・あいの里線）の推移 

○令和元年度までは、増加傾向にあったが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により

年間通して利用が大幅に減少したため、令和元年度と比較して 19,590 人減少した。 

○令和３年３月は前年度の同月と比べ増加しており、回復傾向にある。 

 

図 3-5 月別利用者推移 
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図 3-6 平日各便１日当たりの平均利用者数 

ＪＲ石狩太美駅、ロイズふとみ工場、あいの里キャンパス行 

 

 

ＪＲ石狩当別駅南口行 
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図 3-7 休日各便１日当たりの平均利用者数 

ＪＲ石狩太美駅、ロイズふとみ工場、あいの里キャンパス行 

 

 

 

ＪＲ石狩当別駅南口行 
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（４）青山線の推移 

○青山線は、人口減少によって利用者が年々減少していると共に、令和 2 年度は新型コロ

ナウイルス感染拡大の影響もあり、令和元年度と比較して 1,794 人減少した。 

 

図 3-8 月別利用者推移 
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図 3-9 平日各便１日当たりの平均利用者数 

青山会館行 

 

ＪＲ石狩当別駅南口行 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-10 休日各便１日当たりの平均利用者数 

青山会館行                 ＪＲ石狩当別駅南口行 
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（５）市街地予約型線（デマンド）の推移 

○平成 27 年度より開始。新型コロナウイルス感染拡大の影響が懸念されたが、例年とほ

ぼ変わらず、令和元年度と比較し 216 人の減少に留まった。 

 

図 3-11 月別利用数推移 
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表 3-12 利用者状況 

 

表 3-13 便別利用者数 
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表 3-14 乗車場所別利用者数     
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表 3-15 降車場所別利用者数 
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（6）西当別道の駅線の推移 

○令和元年度までは、増加傾向にあったが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により年

間通して利用が減少したため、令和元年度と比較して 2,910 人減少した。 

 

図 3-16 月別利用者数推移 
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図 3-17 平日各便１日当たりの平均利用者数 

ＪＲ石狩太美駅・道の駅方面行 

 
ヒルズ・スターライト行 

 
 

図 3-18 休日各便１日当たりの平均利用者数 

ＪＲ石狩太美駅・道の駅方面行 

 

ヒルズ・スターライト行 
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４．運行経費と運行収入等 

（１）運行経費 

○令和２年度当別ふれあいバスの運行経費は、年間約 6,700 万円で、その内訳は、次の表

のとおりとなっている。 

表 4-1 令和２年度 当別ふれあいバス運行経費 

項目 金額 備考 構成比 

人件費 48,833,825 円 運転手・事務員人件費 72.88％ 

車両費 6,568,800 円 バス借上料・メンテナンス・保険料 9.80％ 

燃料費 6,099,458 円 軽油・バイオディーゼル燃料  9.10％ 

バス停費 1,004,300 円 停留所借上料・維持管理費等  1.49％ 

その他諸経費 2,614,511 円 運行管理費・清掃費等  3.90％ 

感染症対策費 921,600 円 バス消毒作業・消耗品 1.37％ 

消費税 958,761 円 人件費・保険料・燃料費・感染症対策費を除く  1.43％ 

支出（運行コスト）計 67,001,255 円   

1km あたり運行コスト※ 223.5 円/km 実車走行 km 299,819km  

1 人あたり運行コスト 642.10 円/人 利用者数 104,346 人  

※地域キロ当たり標準経常費用 南北海道 395 円 17 銭 

（２）運行収入等 

〇運行収入は、現金による運賃収入、全路線乗り放題の応援券（定期券）、回数券、1 日乗

車券の販売収入がある。応援券については、町内に 6 か所の販売所を設け、販売枚数 1 枚

につき、100 円の手数料を販売所に対して支払い、その差額が運行収入となっている。 

 表 4-2 月別収入一覧 

 

運行収入 

広告収入 収入合計 
運賃収入 応援券販売額 回数券販売額 

一日乗車券

販売額 
運行収入合計 

Ｒ2.4 月 146,400 円 423,000 円 

376,200 円 

166,100 円 

224,100 円 

192,400 円 

307,100 円 

452,700 円 

521,600 円 

274,500 円 

302,800 円 

272,700 円 

286,300 円 

3,916,200 円 

 

156,000 円 

23,000 円 

318,000 円 

292,000 円 

306,000 円 

252,000 円 

338,000 円 

358,000 円 

340,000 円 

322,000 円 

298,000 円 

210,000 円 

3,592,000 円 

1,200 円 726,600 円 ０円 726,600 円 

5 月 108,400 円 241,500 円 

376,200 円 

166,100 円 

224,100 円 

192,400 円 

307,100 円 

452,700 円 

521,600 円 

274,500 円 

302,800 円 

272,700 円 

286,300 円 

3,916,200 円 

136,000 円 1,200 円 487,100 円 0 円 487,100 円 

6 月 185,500 円 189,400 円 204,000 円 2,000 円 580,900 円 ０円 580,900 円 

7 月 196,100 円 202,000 円 210,000 円 2100 円 610,200 円 ０円 610,200 円 

8 月 188,600 円 163,500 円 226,000 円 6,500 円 584,600 円 ０円 584,600 円 

9 月 180,300 円 205,800 円 210,000 円 7,400 円 603,500 円 30,000 円 633,500 円 

10 月 167,200 円 453,600 円 424,000 円 4,800 円 1,049,600 円 18,000 円 1,067,600 円 

11 月 161,100 円 395,100 円 272,000 円 2,800 円 831,000 円 ０円 831,000 円 

12 月 232,500 円 108,900 円 296,000 円 2,700 円 640,100 円 18,00０円 658,100 円 

R3.1 月 160,700 円 288,700 円 278,000 円 3,700 円 731,100 円 54,000 円 785,100 円 

2 月 217,500 円 215,300 円 248,000 円 1,700 円 682,500 円 ０円 682,500 円 

3 月 205,500 円 200,833 円 310,000 円 2,200 円 718,533 円 ０円 718,533 円 

合計 2,149,800 円 3,087,633 円 2,970,000 円 38,300 円 8,245,733 円 120,000 円 8,365,733 円 
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（３）運行収入の推移 

○令和２年度の運行収入は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で利用者が減少したため、

令和元年度と比較すると 2,446,867 円減少した。 

 

図 4-3 月別運行収入推移 

 

 

 

 

 

 

 

※【広告収入を除く】 
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（４）応援券販売実績  

表 4-４ 令和２年度応援券販売枚数一覧 

 

 

【参考】令和元年度応援券販売枚数一覧 

1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 限定小学生 限定中学生
(4,000円) (10,000円) (16,000円) (2,000円) (5,000円) (8,000円) (500円) (1,000円)

４月 13枚 3枚 20枚 36枚 10枚 4枚 13枚 0枚 0枚 27枚 63枚

５月 13枚 5枚 12枚 30枚 8枚 3枚 7枚 0枚 0枚 18枚 48枚

６月 11枚 4枚 3枚 18枚 8枚 1枚 2枚 0枚 0枚 11枚 29枚

７月 12枚 2枚 5枚 19枚 10枚 3枚 4枚 25枚 3枚 45枚 64枚

８月 10枚 2枚 4枚 16枚 9枚 4枚 4枚 2枚 1枚 20枚 36枚

９月 13枚 4枚 11枚 28枚 7枚 1枚 3枚 0枚 0枚 11枚 39枚

１０月 11枚 2枚 16枚 29枚 7枚 4枚 13枚 0枚 0枚 24枚 53枚

１１月 14枚 8枚 15枚 37枚 34枚 6枚 7枚 0枚 0枚 47枚 84枚

１２月 21枚 8枚 3枚 32枚 13枚 2枚 2枚 16枚 10枚 43枚 75枚

１月 11枚 5枚 6枚 22枚 32枚 3枚 5枚 0枚 0枚 40枚 62枚

２月 14枚 5枚 5枚 24枚 35枚 3枚 1枚 0枚 0枚 39枚 63枚

３月 14枚 4枚 9枚 27枚 5枚 0枚 5枚 0枚 0枚 10枚 37枚

合計 157枚 52枚 109枚 318枚 178枚 34枚 66枚 43枚 14枚 335枚 653枚

小計

一　　　般

小計

小中学生・高校生・障がい者・介護人 応援券
売上枚数
合計
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5．利用促進事業の実績 

（１）夏休み・冬休み子ども定期券の販売及びチラシの配布について 

○昨年に引き続き、小中学校向けモビリティ・マネジメントの一環として、学校の長期休

暇にあわせて、格安の応援券の販売を行った。 

 

利用概要 

  料金   小学生 500 円、中学生 1,000 円 

  利用期間 夏季：令和２年７月２３日（木）～令和２年８月１８日（火） 

       冬季：令和２年１２月２４日（木）～令和３年１月１４日（木） 

  購入場所 ふれあいバス応援券販売所 

  利用方法 ふれあいバス応援券と同様 

 

利用実績 

  夏休み   小学生 5 枚、中学生  1 枚、合計 6 枚 

  冬休み   小学生 2 枚、中学生 4 枚、合計 6 枚 

図 5-1 夏休み子ども定期券 

  

図 5-2 冬休み子ども定期券 

  



 

 

 

-２６- 

○子ども定期券の販売に当たっては、周知を図るためチラシを作成し配布した。 

概要 

  夏休み   学校を通じて町内全小中学生にチラシを配布（７月１０日） 

  冬休み   学校を通じて町内全小中学生にチラシを配布（１２月４日） 

図 5-3 子ども定期券周知用チラシ  
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（２）モビリティ・マネジメント 

○モビリティ・マネジメントとは、多様な交通施策を活用し、個人や組織・地域の移動状況が社 

会にも個人にも望ましい方向へ自発的に変化することを促す取組みのこと。 

○小学生に対する将来を見越したモビリティ・マネジメントは、今後町内のバス交通を活性化させ

るために、極めて重要な施策であり、今後も継続して実施していきたい。 

○小学生を対象とした環境と公共交通に関する授業は、新型コロナウイルス感染対策として、例年

より授業時間を縮小し、「交通と環境」の学習（かしこいクルマ使い方）、ＢＤＦ授業、「ふれあい

バス乗車体験」等に取り組んだ。 

 

  

かしこいクルマの使い方                     BDF 授業 

 

ふれあいバス乗車体験 

 

実施結果 

 ○令和２年 1１月１９日（木） 当別小学校 5 年生 ５１人 

 ○令和２年１１月４日（木） 西当別小学校 5 年生 ４７人 

http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/交通

